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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

荒
川
電
話
局
舎
設
置
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
二
十
八
年
六
月
十
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

堤 
 

康 

次 
郞 
殿 

提
出
者 

天 

野 

公 

義 

 

一 

 



 

商
店
は
五
千
四
百
、
店
舗
総
計
は
一
万
二
百
も
あ
る
。
か
く
の
ご
と
く
非
常
な
発
展
を
み
て
い
る
が
、
激
し
い
戦
災
に
よ

る
痛
手
の
う
ち
電
話
設
備
の
回
復
が
一
番
遅
れ
て
い
る
。
電
話
は
国
全
体
の
神
経
で
あ
つ
て
、
文
化
社
会
に
は
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
特
に
本
荒
川
区
の
ご
と
き
商
工
業
に
よ
つ
て
た
つ
て
い
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
は
、
電
話
な
く
し
て 

本
区
の
特
徴
は
大
工
場
は
も
と
よ
り
で
あ
る
が
、
中
小
商
工
業
者
が
非
常
に
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
て
、
一
例
を
あ
げ

れ
ば
、
荒
川
区
及
び
東
京
都
内
工
場
数
は
左
の
ご
と
く
な
つ
て
い
る
。
（
三
月
三
十
一
日
現
在
） 

東
京
都
荒
川
区
は
東
京
都
の
東
北
部
に
位
し
、
人
口
二
十
三
万
五
千
名
、
面
積
千
五
十
七
平
方
キ
ロ
で
あ
る
。
本
区
は
昭

和
十
八
年
三
十
五
万
の
人
口
を
有
し
て
い
た
が
、
戦
災
の
た
め
昭
和
二
十
年
十
月
に
は
八
万
四
千
名
に
激
減
す
る
と
い
う
大

戦
災
を
受
け
た
が
、
じ
来
復
興
の
一
途
を
た
ど
り
今
日
に
至
つ
て
い
る
。 

三 

荒
川
電
話
局
舎
設
置
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

従
業
者
千
人
以
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従
業
者
千
人
以
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一
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三
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二
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一
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一
七
、
〇
三
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三
七
、
五
四
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、 

 



 

か
か
る
状
況
で
あ
る
か
ら
、
先
般
電
々
公
社
が
荒
川
局
の
敷
地
を
買
収
さ
れ
た
こ
と
は
区
民
ひ
と
し
く
喜
び
と
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
従
つ
て
是
非
と
も
今
後
は
昭
和
二
十
八
年
度
予
算
に
荒
川
区
の
局
舎
建
設
の
予
算
を
計
上
し
、
す
み
や
か
に
荒

川
電
話
局
を
整
備
さ
れ
た
い
の
で
あ
る
。
か
か
る
事
由
に
よ
り
荒
川
電
話
局
建
設
に
関
す
る
計
画
、
及
び
予
算
的
措
置
に
つ 

区
の
発
展
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
る
に
本
区
電
話
は
根
岸
、
浅
草
、
下
谷
、
駒
込
の
四
局
に
分
れ
、
し
か
も
そ
の
開
通
、

積
滞
の
状
況
は
左
表
の
通
り
で
あ
る
。
（
三
月
三
十
一
日
現
在
） 
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四
、
一
六
四 

 
 

 
 

 
 

 

三
、
七
五
八 

 



 

 

五 

い
て
の
政
府
の
見
解
如
何
。 

右
質
問
す
る
。 


